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 私達はスマートフォンを落としたとき、画面から落ちることが多いのではないか、さらにそ

れには理由があるのではないかと考え調べたところ、先行研究により高校生が立ち止まってス

マートフォンを使っているという条件下ではスマホは画面を下にして落ちやすい傾向があるこ

とがわかった。そこから私達はスマートフォンにおもりを取り付けることで落下運動を補正

し、画面から地面に落ちないようにすることを狙ったが、設置角度の変化は小さかった。それ

を受けてスマートフォンに三角形の立体を取り付けたところ画面から落ちない落下を実現する

ことができた。 

 

1 背景 

 ほぼすべての人にとってスマートフォン

が欠かせなくなった現代社会では、スマー

トフォンを落として画面を割ってしまった

と経験する人も多いと考えられる。そこで

スマートフォンと落下する際の条件の関係

に着目し調べたところ、福島県立安積高等

学校の先行研究、「なぜスマホは画面を下

にして落ちるのか」の存在を担当教員が発

見してくださった。 

 

2 先行研究 

 先行研究では「⓵スマートフォンは画面

を上向きにした状態から回転しつつ落ちる

とき、私達が普段使用する高さでは、画面

を下にして落下しやすい ⓶スマートフォン

から手を放す瞬間の初期角度次第で接地時

の画面と地面の成す接地角度が変わる」と

いう二つの仮説を立てていた。そして、高

校生が立ったままスマートフォンを使って

いて、手からスマートフォンが滑り落ちる

状況を再現した実験装置を作成しスマート

フォンの落下実験を行ったところ、地面か

らの高さ 125cm、スマートフォンの地面か

らの角度 30°という条件ではスマートフォン

は画面を下にして落ちやすいことがわかっ

た。またスマートフォンの落下のモデル化

を行い、運動方程式を提示している。 

 

3 仮説 

 先行研究を受けて本研究ではスマートフ

ォンにおもりをつけて重心を変えることで

落下運動に変化をもたらし、スマートフォ

ンが地面から落下しない条件を見つけるこ

とを目的とした。 

 

4 実験方法 

 先行研究を参考におよそ同様の実験装置

を作成した(図 1参照)。高校生のスマートフ

ォン使用時の地面からの高さの平均である

125cmに手に見立てた、下端に蝶番を設置

した木の板を設置した。また、この板と地

面との角度を以降初期角度 θとする。実験

に使用するスマートフォンの機種はクラス

内でアンケートを取った際に最も使用人数

が多かった iPhone14(縦 147.6mm横

71.6mm高さ 7.8mm重量 171g)とした。ス

マートフォンの下端と板の下端を合わせ、

蝶番を動かすことで滑り落とした。そして

地面に設置する際の角度を設置角度 Φとし

て別のスマートフォンで撮影した。本研究

ではすべての条件において各 50回実験を行

った後、外れ値を省いている。 

 目標達成の判断基準として、設置角度が

0°<Φ<90° と 270°<Φ<360°の場合は、背面

から落ちたため目標達成。90°≦Φ≦270°の

場合は画面から落ちたため目標未達成とす

る。 



 
図 1実験装置の概形 

 

5.1 実験 1 

 先行研究と同じ結果が出るか確かめるた

め、スマートフォンに何も取り付けずに実

験を行った。 

 

5.2 結果考察 

 
表 1、実験 1の結果 

 

 表 1より、先行研究と同じく画面から落

下することがわかった。 

 

6.1 実験 2 

 仮説を受けてスマートフォンケースの背

面下部に 100g、200g、300g、400gのおも

りをつけ、実験 1と同様の実験を初期角度

30度で行う。 

 

図 2、実験装置の様子 

 

 

 

 

6.2 結果考察 2 

 
表 2、実験 2の結果 

 

 おもりの重さに関わらず、回転角度は

140°程度ということがわかった。 

考察として、スマートフォンの大きさが小

さいので、力のモーメントの効果が小さい

ことが考えられる。 

 

7.1 仮説 3 

 おもりの位置を変えると重心が移動し、

落下運動が変化する。 

 

7.2 実験 3 

 実験 2と同様の実験をおもりの位置を上

下逆にして行う。 

 
図 3、実験装置の様子 

 

7.3 結果考察 3 

 
表 3、実験 3の結果 

 

 おもりの重さに関わらず、回転角度は

130°程度だということがわかった。実験 2

と同様に力のモーメントが小さいことが回

転角度があまり変化しなかった要因として

挙げられる。 

 

8.1 仮説 4 

 スマートフォンケースの形状を変えるこ

とで初期角度を大きくすれば、画面から落

下しなくなる。 



8.2実験 4 

 直角三角形（30°・60°・90°）のスタイロ

フォームをスマートフォンケースに図のよ

うに取り付け、画面の角度が 30°になるよう

に初期角度 60°にして落下実験を行った。 

 

 

図 4、実験装置の様子 

 

8.3 結果考察 4 

 
表 4、実験 4の結果 

 

 接地角度は約 83度となり、画面から落下

することはなくなった。 

考察として画面の角度を 30°に固定して、 

初期角度を 60°にできたことで、落下後の回

転角度を抑制できたと考えられる。 

 

9 まとめ 

 本研究を通してスマートフォンが画面か

ら落ちないようにするには、スマートフォ

ンの形状を変えることで初期角度を変える

ことが必要だとわかった。またスマホの重

心を変えるという操作は力のモーメントの

関係であまり影響を与えないことがわかっ

た。 

 しかし、重心の位置や形状に共通する情

報であるスマートフォンの落下開始時の運

動などに関するデータがなく、運動方程式

を導くことなどもできなかったため、その

点を今後の課題としたい。 
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